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主な内容

平成17年度一般会計決算／市債残高の状況／など 
「瑞浪市の家計簿」をお知らせします 

所得税確定申告相談会／所得税還付申告相談会 
所得税申告相談会を開催します 

幼児園児の「愛の１円募金」／廃棄物処理手数料説明会／など 
みんなの広場 

ししゅう展のご案内／新春図書館カルタ取り大会／など 
図書館だより 

歯の健康教育表彰／生涯学習モデルグループの紹介／など 
はぐくみ 

選挙の期日前投票・不在者投票／国民年金係からのお知らせ／など 
お知らせ 

２～３ 

４～５ 

６ 

７ 

８～９ 

10～11

母と子のよい歯のコンクール／むし歯にならないために／など 
健康だいすき 12

▲「ＢＡ！ＳＡ！ＲＡ！」威勢のいいかけ声と元気な舞で踊り納め。
みずなみバサラカーニバル（12月17日　駅前・公園線）



歳出総額 
137億7,805万円 

歳入総額 
145億2,616万円 
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●
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年
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公
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●
平
成
18
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）財
政
事
情
の
公
表 

＜平成17年度一般会計決算＞ 

その他　2億9,673万円　2.1%
その他　5億8,465万円　4.2%

諸収入　3億7,647万円　2.6%

繰越金 
8億 7,888万円　6.1%

繰入金　4億1,880万円　2.9%

県支出金 
7億 3,242万円　5.0%

国庫支出金 
12億 9,536万円　8.9%

地方交付税 
28億 564万円 
19.3%

市債 
14億 180万円 

9.6%

市税 
46億 9,722万円 

32.3%

分担金及び負担金　2億6,282万円　1.8%

使用料及び手数料　3億1,000万円　2.1%

地方消費税交付金　3億8,308万円　2.6%

地方譲与税　3億7,902万円　2.6%

農林水産業費　2億9,171万円　2.1%
諸支出金　2億5,566万円　1.9%

商工費　5億52万円　3.6%

消防費　5億7,261万円　4.2%

教育費 
18億 9,526万円 

13.8%

公債費 
13億 6,511万円 

9.9%

衛生費 
11億 108万円 

8.0%

民生費 
29億 9,895万円 

21.8%

土木費 
20億 4,624万円 

14.8%

総務費 
24億 5,418万円 

17.8%

▲平成17年度実施事業（日吉中学校改築） 
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主な内容として、福祉関係経
費や、国民健康保険・老人保
健や介護保険の各種特別会計
への繰出などがあります。 

　
こ
の
公
表
は
、
市
の
財
政
や
納
め
た
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
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深
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い
た
だ
く
た
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毎
年
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行
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い
る
も
の
で
す
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市民一人あたりの負担額は
111,658円です。 

主な用途は、道路・街路・公
園や河川等の整備改良のほか、
下水道や中央土地区画整理の
特別会計への繰出となってい
ます。 

今年度の増加要因として、電
源立地地域対策交付金施設整
備基金や財政調整基金へ積立
を行ったことがあげられます。 

 内訳： 
議会費 
1億9,098万円 

（1.4％） 
労働費 
7,546万円 

（0.5％） 
災害復旧費  
3,029万円 

（0.2％） 

ゴルフ場利用税交付金 
　2億1,523万円（1.5％） 
地方特例交付金 
　1億3,831万円（1.0％） 
自動車取得税交付金 
　1億2,459万円（0.9％） 
財産収入 
　3,746万円（0.3％） 
利子割交付金 
　2,629万円（0.2％） 
株式譲渡所得割交付金 
　1,634万円（0.1％） 
配当割交付金 
　1,008万円（0.1％） 
寄附金 
　918万円（0.1％） 
交通安全対策特別交付金 
　717万円（0.0％） 

2平成19年1月15日



「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

「
瑞
浪
市
の
家
計
簿
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

平成17年度特別会計および財産区会計決算の状況 

平成18年度予算の執行状況（4月～9月） 

平成17年度水道事業会計決算の状況 

市債残高の状況（平成17年度末現在） 

一般会計 特別会計 

▲平成17年度実施事業（駅地下通路エレベーター整備） 　道路整備などの大きな事業を行う際には多額の資金
が必要となります。しかし、その資金を単年度で確保
することが困難である場合には、市債（市の借金）を
借り入れて事業を行います。市債には、将来の税金を
返済に充てることで、整備される施設を利用する世代
間の費用負担を公平にするという効果もあります。 
　平成 17年度は前年度と同様に財政融資資金などの政
府資金を主な借入先としています。市債残高は増加し
ていますが、返済能力範囲内で計画的な運用に努めて
います。 

会計名 
特別会計　計 
　あけよ温泉白寿荘特別会計 
　老人保健事業特別会計 
　国民健康保険事業特別会計 
　介護保険事業特別会計 
　農業集落排水事業特別会計 
　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 
　下水道事業特別会計 
　駐車場事業特別会計 
　簡易水道事業特別会計 
財産区会計　計 
　釜戸財産区会計 
　日吉財産区会計 
　大湫財産区会計 

歳入決算額 
111億 3,330万円 

9,958万円 
37億 9,896万円 
32億 1,975万円 
18億 6,055万円 
1億 2,278万円 
4億 2,003万円 
13億 5,212万円 

3,106万円 
2億 2,847万円 
5,360万円 
2,786万円 
1,083万円 
1,491万円 

決算額 
9億 1,299万円 
8億 7,792万円 
7億 6,920万円 
8億 3,405万円 

 
収 　 入  
支 　 出  
収 　 入  
支 　 出  

歳出決算額 
107億    453万円 

9,958万円 
37億 7,461万円 
29億 8,987万円 
18億      11万円 
1億 2,214万円 
3億 2,758万円 
13億 4,251万円 

2,007万円 
2億 2,806万円 
3,719万円 
1,953万円 
844万円 
922万円 

歳入歳出差引額 
4億 2,877万円 

 
2,435万円 

2億 2,988万円 
6,044万円 
64万円 

9,245万円 
961万円 
1,099万円 
41万円 

1,641万円 
833万円 
239万円 
569万円 

会計名 
一般会計 
特別会計　計 
　老人保健事業特別会計 
　国民健康保険事業特別会計 
　介護保険事業特別会計 
　介護サービス事業特別会計 
　農業集落排水事業特別会計 
　瑞浪中央土地区画整理事業特別会計 
　下水道事業特別会計 
　駐車場事業特別会計 
　簡易水道事業特別会計 
財産区会計　計 
　釜戸財産区会計 
　日吉財産区会計 
　大湫財産区会計 

予算額 
149億 2,120万円 
115億 6,760万円 
38億 9,370万円 
31億 9,900万円 
21億 8,020万円 

3,240万円 
1億 4,150万円 
2億 8,460万円 
15億 7,800万円 

3,970万円 
2億 1,850万円 
4,560万円 
2,440万円 
1,050万円 
1,070万円 

収入済額 
64億 4,381万円 
46億 1,130万円 
15億 8,420万円 
12億 6,229万円 
9億 7,749万円 

987万円 
6,144万円 

2億 7,125万円 
3億 7,841万円 
2,536万円 
4,099万円 
3,132万円 
1,807万円 
377万円 
948万円 

支出済額 
51億 6,461万円 
41億 6,144万円 
15億 2,209万円 
12億 7,120万円 
7億 7,209万円 

791万円 
5,004万円 
6,172万円 

4億 2,071万円 
1,344万円 
4,224万円 
888万円 
365万円 
190万円 
333万円 

収　益　的 
 
資　本　的 

平成13年度 

平成14年度 

平成15年度 

平成17年度 174億6,160万円 143億833万円 

平成16年度 170億8,184万円 142億4,718万円 

123億761万円 

135億7,901万円 

156億7,027万円 

129億9,401万円 

137億2,170万円 

141億1,077万円 

区　　　　　　分 

瑞浪市役所　1 68-21113



所得税還付申告相談会を開催します 所得税還付申告相談会を開催します 
所得税確定申告相談会を開催します 
2月16日（金）から3月15日（木）まで 

所得税確定申告相談会を開催します 
2月16日（金）から3月15日（木）まで 

◎申告に必要なもの 

◎その他 

平成18年中に所得のあった方の所得税および市県民税の申告相談会を次のとおり開催します。 

開催日（土日を除く９時～16時） 
２月16日（金）～２月23日（金） 
２月26日（月） 
２月27日（火）・２月28日（水） 
２月28日（水）午前中のみ 
３月１日（木）・３月２日（金） 
３月５日（月） 
３月６日（火）～３月15日（木） 

お持ちいただく
もの 

会　　　　場 
市役所　２階大会議室 
稲津コミュニティーセンター 
釜戸コミュニティーセンター 
大湫コミュニティーセンター 
陶コミュニティーセンター 
日吉コミュニティーセンター 
市役所　２階大会議室 

◎平成18年分給与所得の源泉徴収票（原本） 
◎印鑑（朱肉を使用するもの） 
◎申告者名義の預貯金口座のわかるもの 
◎このほか受けようとする控除に必要な書類 

所得の計算に必
要な書類 
 
 
 
 
所得控除の計算
に必要な書類 

給与・公的年金等などの所得のある方は、源泉徴収票（原本） 
営業所得・農業所得・不動産所得のある方は、その収支内訳書、領収書等 
＊19年度（18年分）より農業所得の申告は収支内訳書が必要です。 
　収支内訳書は各自で作成したものをご持参ください。 
配当所得のある方は、配当金額・源泉徴収税額のわかる書類 
一時所得のある方は、その所得の収入・経費のわかる書類 
生命保険料・損害保険料・国民年金保険料の控除を受けようとする方は、その支払額など
の証明書 
障害者控除を受けようとする方は、障害者手帳（療育手帳）など 
　障害者手帳等の交付を受けていない方であっても、介護保険の要介護認定（要支援を除
く）を受けている方は、障害者控除の対象になる場合があります。詳しくは、市役所高齢
介護課（内線152）へお問い合わせください。 
医療費控除を受けようとする方は、医療費の領収書（保険金などで補てんされた金額があ
る方は、その金額がわかる書類） 
＊薬局へ支払った場合は、薬品名が記入されていること。病院、薬局ごとに合計した明細
書（様式は任意）を作成してください。 
寄付金控除を受けようとする方は、領収証等 
住宅借入金特別控除を受けようとする方は、登記事項証明書・住民票の写し・売買契約書
または請負契約書の写し・住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書など 
＊ただし、控除には住宅の面積や借入などに関する要件がありますので、ご確認ください。 

自営業を営んで
いる方 
 
 
 
土地・建物等を
売却された方 

所得税の確定申告は、ご自分で作成し、お早めに提出してください。 
　市役所（コミュニティーセンターを含む。）では自営業の方の相談を行いませんので、
ご不明な点は多治見税務署にお尋ねください。税務署では、職員のアドバイスにより、ご
自分で申告書等を作成していただきます。 
＊収支内訳書・申告書をご自分で作成済みの方は、市役所でも提出できます。 
平成18年中に土地・建物等を売却された方（譲渡所得のあった方）は、関係資料をご持参
の上、申告期間中に多治見税務署にお出かけください。 

そ　の　他 

 

税務署職員および税理士の参加日は

次のとおりです。 

 

（２月）16、19～23日 

（３月）７～９日 
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所得税還付申告相談会を開催します 所得税還付申告相談会を開催します 所得税還付申告相談会を開催します 
サラリーマンの方を対象とした 

多額の医療費を支払った方 多額の医療費を支払った方 

年末調整で控除もれのある方、中途退職された方 年末調整で控除もれのある方、中途退職された方 

お持ちいただくもの 

※住宅ローンなどを利用して住宅を取得したサラリーマンの方へ 
《多治見税務署からお知らせ》 

《地方税法等の主な改正》 

　市では、給与所得者（サラリーマンの方）を対象に平成18年分所得税の還付申告の相談を行います。医療
費控除を受けようとする方や年末調整で控除もれのある方、平成18年中に退職し、その後給与所得の年末
調整を受けていない方などはお出かけください。 

平成 18 年中に
支払った医療費 

医療費控除額 
（最高200万円） 

健康保険・生命保険の
給付金などで補てんさ
れた額 

10万円または 
所得の５％ 

（どちらか少ない額） 

・医療費の領収書　＊薬局へ支払った場合は、薬品名が記入されているもの 
　　　　　　　　　＊病院、薬局ごとに合計した明細書（様式は任意）を作成してください 
・健康保険や生命保険の規定により補てん（高額医療等）されている場合は、その内容のわかるもの 

　年末調整で扶養控除・生命保険料控除などの所得控除もれのある方、中途退職されて、その後給与所得
の年末調整を受けていない方は、受けようとする控除の証明書等と給与所得の源泉徴収票をお持ちくださ
い。（いずれも原本が必要です） 

　１月31日（水）に土岐市文化プラザにおいて、平成18年中に自己の住宅を新築または購入された方
を対象とした「新築住宅取得者のための還付申告説明会」を開催します。 
（詳細は右ページ「所得控除の計算に必要な書類」をご参照ください） 

２月14日（水） 

15日（木） 

会　　　　場 
時　　　　間 

 

お持ちいただくもの 

市役所　２階大会議室 
９時～16時 
◎平成18年分給与所得の源泉徴収票（原本） 
◎印鑑（朱肉を使用するもの） 
◎申告者名義の預貯金口座のわかるもの 
◎このほか受けようとする控除により必要な書類 

市県民税に関する改正（19年度分） 
定率減税の廃止 
18年度は市県民税額の７.５％（上限２万円） 
 
税率の改正　 
一律10％（市民税６%　県民税４％） 
所得税と控除額の差により、住民税の負担増が見込まれる
ため人的控除が創設されました。 
65歳以上の方の非課税措置（所得125万円以下）の廃止
（18年度より段階的廃止） 
（ただし、経過措置として平成17年１月１日現在65歳以上の
方は、19年度は２/３の額で課税、20年度は廃止） 

所得税に関する改正（18年分） 
定率減税の税率の改正 
算出所得税額の10％（上限12.５万円） 
※17年分は算出所得税額の20％（上限25万円） 

◎各申告相談会についての問合せ 
・多治見税務署（122－0101） 
　〒507-8706  多治見市音羽町１丁目35番地 
・税務相談室多治見分室（123－7131）　 
・市役所税務課（168－2111　内線117・118） 
　（日程についての問合せは税務課まで） 
＊所得税の確定申告書の相談等は、国税庁ホームページ
　http://www.nta.go.jpのご利用を！ 

瑞浪市役所　1 68-21115



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

新
し
い
袋
に
は 

　
　
努
力
の
証
を
入
れ
ま
し
ょ
う 

中
京
の
バ
ッ
テ
リ
ー
　
い
ざ
プ
ロ
へ 

み
ん
な
の
１
円
玉
で 

で
き
る
こ
と 

大
豆
・
大
根
　
メ
イ
ド
イ
ン
瑞
浪 

陶児童館 

羽柴翔斗ちゃん 
（３歳）　陶町 

しょうと はしば 

中島未悠ちゃん 
（３歳）　陶町 

みゆ なかしま 

12
月
20
日
、
中
京
短
期
大
学
で
「
廃
棄

物
処
理
手
数
料
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
、

寮
生
活
の
学
生
ら
150
人
が
市
の
ご
み
問
題

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

市
環
境
課
で
は
、
１
月
か
ら
の
資
源
ご

み
の
出
し
方
や
ご
み
袋
の
変
更
に
伴
い
、

12
月
ま
で
に
43
団
体
に
対
し
集
会
所
な
ど

で
出
前
講
座
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

今
回
は
10
代
の
若
年
層
に
も
ご
み
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
、
学

生
ら
は
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
や
ご

み
出
し
方
法
の
変
更
点
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

＊
説
明
会
の
ご
要
望
等
は
環
境
課
（
1
内

線
４
９
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

12
月
22
日
、
プ
ロ
野
球
入
り
を
控
え
た
、

中
京
高
校
の
高
森
勇
気
捕
手
と
大
抜
良
祐

投
手
が
市
役
所
を
訪
れ
、

嶋
市
長
に
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。 

２
年
生
の
頃
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
ん

だ
二
人
は
、
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、
高
森
選

手
は
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
、
大
抜
選
手
は

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
入
団
が
決
ま
り
ま

し
た
。 

高
森
選
手
は
「
守
備
で
チ
ー
ム
の
柱
に

な
り
た
い
」
、
大
抜
選
手
は
「
勝
率
の
高

い
先
発
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
目
指
し
た
い
」
と

抱
負
を
語
る
と
、

嶋
市
長
は
「
プ
ロ
の

オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
で
二
人
が
ま
た
バ
ッ
テ

リ
ー
を
組
む
シ
ー
ン
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。 

12
月
18
日
、
市
内
３
幼
児
園
（
瑞
浪
・

稲
津
・
陶
）
の
園
児
代
表
15
人
が
市
役
所

を
訪
れ
、
園
児
ら
が
１
年
か
け
て
集
め
た

「
愛
の
１
円
募
金
」
を
寄
付
し
ま
し
た
。 

こ
の
募
金
は
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
に

合
わ
せ
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
園

児
は
「
家
族
の
肩
た
た
き
を
し
て
た
め
た

お
金
で
す
。
体
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
、
手
作
り
貯
金
箱
に
入
れ
た
募

金
、
六
万
八
百
十
五
円
を

嶋
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。 

嶋
市
長
は
「
み
ん
な
の
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
受
け
止
め
、
困
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

12
月
22
日
、
日
吉
小
学
校
の
給
食
の
時

間
を
、
市
内
の
農
業
者
ら
が
視
察
し
ま
し

た
。 こ

の
日
は
、
給
食
に
食
材
を
供
給
す
る

農
業
者
ら
に
よ
る
「
学
校
給
食
を
軸
と
し

た
地
産
地
消
推
進
検
討
会
」
の
メ
ン
バ
ー

が
２
年
生
の
教
室
を
訪
れ
、
給
食
に
使
わ

れ
て
い
る
大
豆（
日
吉
町
産
）や
大
根（
土

岐
町
産
）な
ど
が
、
市
内
で
生
産
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。

説
明
を
聞
い
た

児
童
は
「
こ
の

味
噌
汁
の
大
豆

が
家
の
す
ぐ
近

く
で
作
ら
れ
て

い
る
な
ん
て
知

ら
な
か
っ
た
」

と
び
っ
く
り
し

て
い
ま
し
た
。 

ししゅう展 
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今月のミニ展ご案内 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

図書館だより 
◎問合せ　市民図書館 168-5529

第
一
回
新
春
図
書
館
カ
ル
タ
取
り
大
会 

第
一
回
新
春
図
書
館
カ
ル
タ
取
り
大
会 

み
ず
な
み
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会 

若
い
人
に
送
る

 

読
書
の
す
す
め

 

ししゅう展 ししゅう展 
～繊細な手工芸の世界～ 

「
源
氏
物
語
を
読
む
会
」の
会
員
募
集 

2月6日（火）～2月25日（日） 
めがね越しに、静かに布地にひと針ひと針丁寧に糸を刺している姿、
そばにはかわいいお孫さんの笑顔。そんな情景の中で生まれたような、
美しい花のししゅう30作品を展示します。作者の家族の方から、「おば
あちゃんの生きた証なので、皆さんにぜひ見ていただきたい」との願い
がありミニ展開催となりました。作者のやさしい気持ちが表れた作品を
ご覧ください。 

私
た
ち
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
は
、
現
在
、
市
内
７

グ
ル
ー
プ
56
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動

は
、
文
学
散
歩
、
今
年
は
総
勢
37
人
で
半
田
市
の
新
美

南
吉
記
念
館
を
中
心
に
、
ゆ
か
り
の
地
を
散
策
し
て
き

ま
し
た
。
東
濃
読
書
交
流
会
、
中
津
川
市
と
テ
ー
マ
本

を
読
ん
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー

プ
で
は
、
本
の
情
報
交
換
や
図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

サ
ー
ク
ル
も
高
齢
化
が
進
み
会
員
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
読
書
の
好
き
な
方
、
ぜ
ひ
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
新
し
い
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

気
軽
に
図
書
館
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

成
人
・
卒
業
―
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
あ
な
た
に 

み
ず
み
ず
し
い
感
性
、
好
奇
心
、
柔
軟
な
思
考
を
豊

か
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
若
い
う
ち
に
読
書
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
す
す
め
の
本
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
他
に
も
図

書
館
で
特
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
図
書
館
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。 

・
風
に
舞
い
あ
が
る
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
／
森
　
絵
都 

・
ぼ
く
ら
の
地
球
（
ほ
し
）
／
川
北
　
義
則 

・
他
人
を
見
下
す
若
者
た
ち
／
速
水
　
敏
彦 

・
風
が
強
く
吹
い
て
い
る
／
三
浦
し
を
ん 

・
空
は
、
今
日
も
、
青
い
か
？
／
石
田
　
衣
良 

・
オ
シ
ム
の
言
葉
／
木
村
　
元
彦 

作
者
紫
式
部
、
主
演
光
源

氏
、
今
か
ら
一
○
○
○
年
ほ

ど
前
に
書
か
れ
た
「
源
氏
物

語
」
。
こ
の
物
語
を
読
む
会

が
図
書
館
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
、
新
た
に
会
員
を

募
集
し
て
再
出
発
を
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
古
典
文
学
の
最
高
峰
「
源
氏
物
語
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

物
語
を
解
読
し
て
い
き
な
が
ら
会
員
同
士
の
友
好
も

深
め
、
読
書
の
楽
し
み
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

・
日
　
　
時
　
第
２
・
４
水
曜
日
　
13
時
30
分
〜
15
時 

・
場
　
　
所
　
市
民
図
書
館
　
集
会
室 

・
テ
キ
ス
ト
　
朝
日
新
聞
社
発
行
　
日
本
古
典
全
集
「
源

氏
物
語
」
全
七
巻 

な
お
、
会
費
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
図
書
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
一
昔
前
は
外
で
凧
あ
げ
、
家

の
中
で
は
カ
ル
タ
取
り
が
お
正

月
の
遊
び
の
定
番
で
し
た
。
そ

ん
な
懐
か
し
い
遊
び
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
「
百
人
一
首
」

か
ら
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
か
る
た
」

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
カ
ル
タ
を
用

意
し
て
楽
し
い
カ
ル
タ
取
り
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
年
代
別
や
カ
ル
タ
の
種
類
別
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

・
日
　
時

　
１
月
28
日（
日
）
13
時
30
分
〜 

・
場
　
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
展
示
室 

・
参
加
費
　
無
料 

・
申
込
み
　
市
民
図
書
館 

瑞浪市役所　1 68-21117



生涯学習施設　生涯学習施設　２月の休館日月の休館日 生涯学習施設　２月の休館日 

学
校
は
元
気
で
す
。 

学
校
は
元
気
で
す
。 

学
校
は
元
気
で
す
。 

歯
の
健
康
健
康 

　
　
教
育
表
彰

　
　
教
育
表
彰 

歯
の
健
康 

　
　
教
育
表
彰 

◎
就
学
援
助
の
お
知
ら
せ 

いじめ根絶に向けて②いじめ根絶に向けて② いじめ根絶に向けて② 

５日、13日、14日、19日、26日 
５日、13日、14日、19日、23日、26日 
６日、13日、14日、20日、27日 
 
 
５日、13日、14日、19日、26日、28日 
 
 
５日、13日、14日、19日、26日 
１日、８日、15日、22日 

総合文化センター 
市 民 図 書 館  
市 民 体 育 館  
化 石 博 物 館  
陶 磁 資 料 館  
市之瀬記念美術館 
地 球 回 廊  
自然ふれあい館  
サイエンスワールド 
文 化 会 館  

小
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
で
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ

て
学
校
で
必
要
な
経
費
の
支
払
い
が

困
難
な
方
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を

援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
子
さ
ん
が
通
学
し
て
い
る
学
校
ま

た
は
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
時
期

は
２
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

◎
問
合
せ  
学
校
教
育
課 

　
1
６
８
‐
２
１
１
１ 

内
線
４
８
７ 

「早期発見・早期対応マニュアル」の携行 

　いじめは「親や先生の気づきにくいところ」で行
われるものです。そのため普段からお子さんの様子
を見守り、ちょっとした変化も見逃さないことが大
切です。 
　今、学校では全ての先生が「いじめ早期発見・早
期対応マニュアル」を常に携行し、お子さんの様子
を慎重に見守っています。 
マニュアルには、 
□机を離されている子はいませんか？ 
□グループがなかなか決まらない子はいませんか？ 
□一人で登校したり、下校したりする子はいません
か？ 
□よく冷やかされたり、からかわれたりする子はい
ませんか？ 
□なんとなく先生の目を避けている子はいませんか？ 
　など、お子さんの様子を見守るポイントが30ほど
示されています。 
　教育委員会では家庭でお子さんを見守っていただ
く時のポイントも提示できるよう準備しています。 

    

　
歯
・
口
腔
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
日

常
の
生
活
で
自
ら
進
ん
で
自
己
の
健
康
管

理
等
に
努
力
し
て
い
る
小
学
校
６
年
生
177

名
、
中
学
校
３
年
生
108
名
が
、
教
育
委
員

会
・
瑞
浪
歯
科
医
師
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。 

（
敬
称
略
） 

▽
瑞
浪
小
学
校 

有
賀
一
慧
　
安
藤
克
哉 

伊
佐
次
貢
樹
　
伊
藤
翔
太
　
稲
葉
佳
高
　

加
藤
諒
　
鈴
木
翔
太
　
成
瀬
太
一
　
林
紀

樹
　
水
野
泰
貴
　
青
木
き
ら
ら
　
太
田
叶

恵
　
工
藤
温
子
　
小
島
綾
子
　
後
藤
明
日

香
　
千
崎
茜
　

嶋
夏
子
　
林
美
紀
　
山

嵜
麻
衣
子
　
有
賀
優
太
　
勝
彪
太
　
鬼
頭

愛
斗
　
近
藤
大
樹
　
佐
藤
心
　
清
水
雄
哉

羽
柴
将
太
　
堀
圭
斗
　
遠
藤
彩
　
大
島
悠

里
　
大
山
心
子
　
近
藤
沙
苗
　
斎
木
章
代

白
木
響
子
　
成
瀬
夏
美
　
成
瀬
菜
穂
　
渡

辺
な
の
　
安
藤
圭
祐
　
大
島
一
哲
　
近
藤

敦
嗣
　
佐
野
嘉
秋
　
土
屋
宏
太
　
土
屋
侑

輝
　
西
尾
修
朔
　
林
紘
之
　
市
川
楓
　
大

野
は
づ
き
　
岡
田
彩
香
　
籠
戸
芽
　
神
谷

萌 

小
出
香
里
　
河
野
紗
知
　
後
藤
三
穂

榊
原
未
佳
　
冨
田
あ
か
ね
　
村
瀬
栞
里
　

吉
田
万
智
　
岸
敬
造
　
小
木
曽
貴
都
　
柴

田
一
秀
　
鈴
木
健
介
　
成
瀬
友
哉
　
藤
井

晃
　
前
田
信
悟
　
三
嶋
靖
将
　
阿
部
芹
奈

安
藤
清
夏
　
飯
田
珠
季
　
伊
藤
瞳
　
徳
重

菜
々
未
　
沼
田
彩
香
　
橋
本
真
希
　
松
山

千
里
　
吉
村
琴
乃
美
　
伊
藤
裕
哉
　
大
内

成
二
　
柴
田
健
司
　
橋
本
皐
介
　
正
村
智

仁
　
足
立
紅
葉
　
有
賀
千
華
　
安
藤
由
　

加
藤
里
紗
　
齋
藤
京
葉
　
柴
田
実
穂
　
辻

侑
里
　
中
島
柚
季
　
西
尾
紋
音
　
渡
邊
史

佳   ▽土
岐
小
学
校
　
加
藤
遼
弥
　
野
々
村
仁

志
　
鵜
飼
亜
由
　
楠
浦
由
紀
菜
　
佐
々
木

令
奈
　
沢
井
祥
子
　
中
村
美
緒
　
野
田
崇

弘
　
古
山
勇
人
　
足
立
真
保
　
安
藤
早
紀

大
山
紗
季
　
遠
山
栄
依
子
　
南
波
采
江
　

五
嶋
達
暁
　
永
井
康
太
　
日
比
野
佑
亮
　

神
谷
実
玖
　
滝
沢
ま
ど
か
　
林
亜
里
紗 

▽
陶
小
学
校  

阿
部
幸
輝
　
伊
藤
駿
　
小

木
曽
健
友
　
重
田
翔
太
　
曽
川
隼
和
　
武

井
勇
樹
　
森
元
悠
太
　
有
賀
文
美
　
市
川

ゆ
い
　
梅
村
琴
里
　
小
木
曽
友
梨
　
今
瑞

樹
　
柴
田
真
帆
　
野
村
紗
世
　
船
越
綾
美 

▽
稲
津
小
学
校  

有
賀
陸
馬
　
澤
井
勇
也

中
山
耕
太
　
和
田
祐
太
　
足
立
愛
　
大
島

万
佑
佳
　
加
藤
千
賀
　
和
田
祥
子
　
熊
沢

和
哉
　
澤
井
啓
太
　
澤
田
祥
矢
　
二
村
景

太
　
水
野
結
城
　
木
原
永
江
　
中
山
静
香

　
三
輪
田
莉
奈 

▽
明
世
小
学
校  
伊
藤
宗
一
　
今
井
宏
紀

岩
島
呂
帆
　
小
島
大
輝
　
齋
藤
諒
馬
　
三

木
康
平
　
三
宅
諒
　
山
内
嘉
大
　
度
會
和

也
　
奥
薗
さ
く
ら
　
奥
村
優
香
　
加
藤
彩

金
原
み
づ
き
　
熊
田
愛
子
　
小
木
曽
さ
や

か
　
小
林
真
穂
　
高
木
唯
衣
　
野
崎
紗
矢

日
比
野
真
祐
　
リ
ア
ネ
・
ア
ケ
ミ 

▽
釜
戸
小
学
校  

足
立
慧
一
郎
　
足
立
祐

莉
子
　
伊
敷
シ
ア
ネ
　
石
井
あ
や
　
岡
本

美
里
　
高
綱
ひ
と
美
　
中
島
瑞
稀
　
水
野

扶
実
子 

▽
日
吉
小
学
校
　 

小
関
俊
介
　
コ
ト
・

ル
ベ
ン
ス
・
イ
ズ
ミ
　
土
屋
静
真
　
堀
部

寛
太
　
揖
斐
な
つ
美
　
伊
村
芳
野
　
大
竹

美
保
　
小
栗
茉
子
　
小
栗
有
加
　
山
内
花

菜 ※
中
学
生
は
２
月
15
日
号
で
掲
載
し
ま
す
。 

は ぐ く み は ぐ く み は ぐ く み 教育委員会 
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生涯学習施設　２月の休館日 

H18

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ 

学
校
は
元
気
で
す

学
校
は
元
気
で
す
。 
学
校
は
元
気
で
す

学
校
は
元
気
で
す
。 
学
校
は
元
気
で
す

学
校
は
元
気
で
す
。 
学
校
は
元
気
で
す
。 

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

稲
津
小
学
校 

歯
の
健
康 

　
　
教
育
表
彰 

いじめ根絶に向けて② 瑞
浪
手
話
サ
ー
ク
ル
「
あ
す
な
ろ
」
 
会
長
　
片
山
 
博
文
 

▲地域の方とお餅つき（５年生） 

▲稲津ふるさとめぐり 

▲手話で「お話し」の練習をする会員 

今
年
度
、
稲
津
小
学
校
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
授
業
」

を
研
究
テ
ー
マ
に
、
国
語
の
「
話
す
・

聞
く
」
の
領
域
に
し
ぼ
っ
て
発
表
し
ま

し
た
。
多
く
の
先
生
方
に
参
観
し
て
も

ら
い
、
児
童
の
活
動
に
関
し
て
、
と
て

も
良
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
、
い
ろ
ん
な
場
を
通
し
て
、
さ
ら
に

練
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

５
年
生
で
は
米
作
り
を
体
験
し
、
代

か
き
か
ら
始
め
自
分
た
ち
で
稲
刈
り
や

脱
穀
を
し
、
収
穫
し
た
餅
米
を
使
っ
て

稲
津
町
文
化
祭
の
場
で
餅
つ
き
を
し
ま

し
た
。
地
域
の
多
く
の
方
々
に
つ
き
た

て
の
お
餅
を
振
る
舞
い
、
喜
ん
で
食
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

持
久
走
大
会
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
母
親

委
員
さ
ん
を
中
心
に
６
年
生
の
保
護
者

と
協
力
し
て
、
走
り
終
わ
っ
た
児
童
に

豚
汁
を
振
る
舞
う
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
校
行
事
に
主

体
的
に
関
わ
り
な
が
ら
、
児
童
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
活
動
に
な
り
ま

し
た
。 

ま
た
今
年
度
、
初
の
試
み
と
し
て
稲

津
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
。

親
子
で
お
寺
・
神
社
・
学
校
（
小
里
城

の
話
）
を
巡
り
歴
史
的
な
内
容
の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
稲
津
の
歴
史
、
文
化

等
を
親
子
で
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷

土
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
、
そ
し
て
、

連
帯
感
が
持
て
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

い
ろ
ん
な
場
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
は
生
き
る
力
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て

生
き
生
き
と
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

手
話
サ
ー
ク
ル
「
あ
す
な
ろ
」
は
、

昭
和
55
年
に
誕
生
し
、
今
年
で
26
年
目

に
な
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
手
話
を
学
び
、
聴
覚
障
害

者
と
の
交
流
を
図
り
、
そ
の
理
解
に
努

め
、
聴
覚
障
害
者
が
住
み
よ
い
平
等
な

社
会
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、

サ
ー
ク
ル
を
創
立

し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。 

現
在
の
会
員
は

24
人
。昼
の
部（
金

曜
10
時
〜
12
時
）

と
夜
の
部（
水
曜

19
時
30
分
〜
21
時
）

に
分
か
れ
、
毎
週

１
回
ハ
ー
ト
ピ
ア

に
集
ま
っ
て
学
習

会
を
し
ま
す
。
そ

の
時
は
聴
覚
障
害

の
あ
る
方
を
講
師

に
招
き
、
ビ
デ
オ

や
テ
キ
ス
ト
を
使
っ

て
手
話
の
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
年
２
回
の
交
流
会
で
は
聴
覚

障
害
者
と
会
員
が
集
ま
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
ク
リ
ス
マ
ス
の
行
事
を
楽
し
み
な
が

ら
、
手
話
に
よ
る
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
　 

そ
の
ほ
か
、
手
話
通
訳
も
し
ま
す
。

市
の
福
祉
大
会
や
、
自
立
支
援
法
の
法

律
説
明
会
で
説
明
者
の
横
に
立
っ
て
、

会
場
の
聴
覚
障
害
者
の
た
め
に
手
話
通

訳
を
し
た
り
、
個
人
的
な
通
訳
を
し
た

り
し
て
、
学
ん
だ
手
話
を
生
か
し
て
い

ま
す
。 

手
話
を
学
ん
で
い
る
と
、

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
聴

覚
障
害
者
の
生
活
上
の
問
題

点
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
し

て
一
緒
に
問
題
を
解
決
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。 

「
手
話
」
は
聴
覚
障
害
者

の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
無
く

て
は
な
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
健
常
者
は
も
っ

と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

か
つ
て
60
人
近
い
会
員
が

い
た
頃
に
比
べ
る
と
人
数
は

減
り
ま
し
た
が
、
皆
が
ん
ば
っ
て
手
話

の
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。 

あ
な
た
も
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？ 

◎
問
合
せ
　
ハ
ー
ト
ピ
ア 

1
６
８
‐
４
１
４
８
（
担
当  

岩
島
） 

瑞浪市役所　1 68-21119
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期日前投票と不在者投票
仕事や旅行など、あるいは病院に入院・施設に入

所中などの理由で、投票日当日に投票所に行くこと
ができない有権者のために、
投票日の前に投票できる、期
日前投票制度と不在者投票制
度があります。
（両制度とも、宣誓書・請求
書の記入が必要です）

期日前投票とは
有権者が、投票日と同様の手続きで直接投票

箱に投函する制度です。

不在者投票とは
○出産・仕事などのために滞在中（選挙人名簿
登録地［瑞浪市］以外）の市町村で投票する
場合

○指定された病院や老人ホーム等で投票する場
合（入院・入所中の有権者）

○投票日までに20歳になる方で、当日投票所へ
行けない方

○郵便投票をする場合（郵便等投票証明書をお
持ちの方）

◎問合せ 選挙管理委員会事務局　1内線271

◆平成18年分公的年金の

源泉徴収票の交付について

国民年金及び厚生年金の老齢年金受給者全員に対
し、その１年間の年金の支払総額、社会保険料の金
額（介護保険料）、源泉徴収税額及び控除内容を記
載した「公的年金等の源泉徴収票」が１月31日まで
に送付されます。
※障害年金や遺族年金は非課税のため、源泉徴収票
は送付されません。

◆確定申告について

年金のみの所得の方は、原則として確定申告をす
る必要がありませんが、「扶養親族等申告書」を２
カ所以上の年金の支払者に対して提出している方
や、年金以外に所得がある方は確定申告を行わなけ
ればなりません。
また、源泉徴収で所得税を納めすぎとなっている

ときは、その税額の還付を受けるため確定申告をす
ることができます。
このときの添付書類の１つとしてこの源泉徴収票

が必要となります。
◆源泉徴収票の再交付について

○「公的年金の源泉徴収票」の再交付については、
「ねんきんダイヤル（0570-07-1165）」にかけて
いただくか、多治見社会保険事務所で行いますの
で、早めに手続きをしてください。

※電話による再交付の申し込みは、年金受給者本人、
または配偶者に限ります。

○平成18年中に亡くなられた方の「公的年金等の源
泉徴収票」は送付されませんので、再交付の申請
と同様に発行手続きをしてください。

※電話による発行の申し込みについては、未支給請
求者（死亡された方の未払いになっている年金を
請求をされた方）からの申請であれば受付します。

※平成18年中に亡くなられた方の源泉徴収票の交付
には１カ月程度かかります。

◆年金相談の予約ができます

社会保険事務所では、毎月
第２土曜日９時30分～16時ま
でと、毎週月曜日（休日の場
合は火曜日）17時15分～19時
まで、年金相談の予約ができ
ます。予約は来所または電話
で受付しています。
多治見社会保険事務所　122-0255

◎問合せ 保険年金課　年金係　1内線108・143

国民年金係からのお知らせ ２月４日は
瑞浪市議会議員選挙の投票日です

年
金 

投票用紙に候補者
名を記入する 

投票箱に入れる 

投票用紙に
候補者名を
記入する 

内
封
筒
を
外
封
筒
に
入
れ

署
名
す
る 

投票用紙を
内封筒に入
れる 

投票日に管理者
が受理し、投票
箱に入れる 

不在者投票管理
者に提出（投票
管理者署名） 

※詳しくは、広報みずなみ１月１日号をご覧ください。 

送致 



・日　時 １月21日（日）９時～10時
・場　所 陶町（大川八王子神社）
・内　容 市有形文化財美濃焼狛犬の搬出訓練、放

水訓練、初期消火訓練他
◎問合せ 文化課（化石博物館内） 168-7710

・期　　日 ２月15日（木）・16日（金）
・場　　所 瑞浪市総合消防防災センター
・受付期間 ２月２日（金）
◎申込・問合せ 消防本部予防課　168-2001

◆施設公社職員募集
・人員および勤務場所 市民公園、浄化センター、
陶文化プラザ、自然ふれあい館（若干名）

・応募資格 年齢50歳～60歳未満で市内在住、健康
で身元確実な方。機械・電気に堪能な方。勤務場
所により、危険物取扱資格「乙種４類」必要。

・雇用条件 月額116,000円（昇給あり）、勤務時間・
休日は職場により異なり、夜間勤務もあります。

・応募方法 市販の履歴書に必要事項を記入、写真
を添付のうえ、余白に第１・２の希望職場を明記
し２月９日（金）までに提出。

・選 考 日 書類選考の上、面接日は後日連絡。
◆臨時職員雇用希望登録者募集
・職種 公共施設の受付、清掃等の業務
・資格 市内在住の健康で身元確実な方。年齢20歳
～60歳未満で夜間勤務のできる方。

・応募方法 市販の履歴書に写真添付のうえ提出
◎申込・問合せ （財）瑞浪市施設公社　168-0675
〒509-6132 明世町山野内１-13

・日　時 ２月９日（金）13時30分～16時30分
・場　所 総合文化センター　３階　講堂
・内　容 被害を減少させるための具体的な方策等
・申込方法 ２月２日（金）までに電話、FAXで。
◎申込み 農林課　1内線474 FAX 68-9862

・物　　件 土岐町字豆沢1899番４の土地
・売却方法 一般競争入札による売却（東海財務局
で受付）。インターネットを利用し「国有財産電
子入札システム」からも入札に参加できます。

・受付期間 ２月１日（木）～２月９日（金）必着
９時～17時（土日を除く）

◎問合せ　財務省東海財務局　岐阜財務事務所
売却担当　1058-247-4252

瑞浪市役所　1 68-211111

家族そろって、遊びに来てください！
・日　時 ２月11日（日）10時～14時
・場　所 土岐町益見地区
・内　容 大道芸、餅つ
き、竹細工体験、中
短・中京高・瑞浪高コ
ーナー、食べ物屋台、
サイエンス実験コーナ
ー、小さな音楽会、瑞
陵中ブラスバンド演奏ほか盛りだくさんのイベン
トを予定しています。

・主　催 猿子村ふれあいまつり実行委員会
◎問合せ 実行委員会　日比野167-1885

・日　時 ２月４日（日）
10時～15時

・場　所
鬼岩ドライブイン駐車場
・内　容 マーチングバ
ンド演奏、福豆まき、
バサラ踊り、ビンゴ大会、ぜんざいの無料配布など

◎問合せ 鬼岩観光協会　10574-67-5625

竜吟の森の恵み、枯れ株に小さな自然を演出して
みませんか。
・日　時 １月27日（土）９時30分～12時
・内　容 枯れ株に植え込むミニ盆栽

（植栽材料持込可）
・講　師 足立市次郎 氏（釜戸在住）
・対　象 一般（20人） ・参加費 100円
・締　切 １月21日（日）
◎申込・問合せ 自然ふれあい館　163-0015

・日　時 ２月４日（日）
９時～15時

・講　師 伊村徳子 氏
・受講料 2,000円　
・定　員 30人（先着順）
・締　切 ２月１日（木）
・持ち物 エプロン、タオル
◎申込・問合せ 瑞浪陶磁資料館　167-2506

・日　時 ２月10日（土）13時30分～15時
・内　容 粘土板を使って雛人形を作ります
・受講料 1,500円　・定　員 15人（先着順）
◎申込・問合せ 瑞浪陶磁器会館　168-0777

「猿子村ふれあいまつり」のご案内

「鬼はうち、福は内!」の掛け声で知られる
第20回　鬼岩福鬼まつりのご案内

「枯れ株を生かす寄せ植え」

陶磁器会館の「陶雛講座」のご案内

瑞浪陶磁資料館作陶講座
「雛人形づくり」のご案内

文化財防火訓練を開催

甲種防火管理新規講習

施設公社からのお知らせ

「国有財産売却」のお知らせ

鳥獣被害対策研修会のお知らせ
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2006年1月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝41,886（－92）　世帯数＝14,491（－81） 

第55回　母と子のよい歯のコンクール 

むし歯にならないために 
“みずなみ健康21”歯の健康：乳幼児健康目標 
●食後に歯みがきや仕上げみがきをする習慣を 

●おやつの時間・内容に気をつけましょう 

●よくかんで食べましょう 

献血にご協力をお願いします 

献血のご案内 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 期　　日 時　　間 対　象　者 持　ち　物 

6 カ 月児健康相談  
および離乳食教室  

母子健康手帳 中期・後期離乳食教室 13：30集合 平成18年6月生まれ 2月  6日（火） 

母子健康手帳 9：30～9：45受付 平成18年8月生まれ 2月  6日（火） 

2歳6カ月児歯みがき教室 平成16年8月生まれ 2月  5日（月） 

3歳6カ月児歯みがき教室 平成15年8月生まれ 2月  7日（水） 

4歳児歯みがき教室 平成15年1月生まれ 

4歳6カ月児歯みがき教室 平成14年7月生まれ 
1月29日（月） 

6歳臼歯むし歯予防教室 平成13年1月生まれ 1月31日（水） 15：00集合 

母子健康手帳 
歯ブラシ　コップ 
＊汚れてもいい服装で 
　来てください 

母子健康手帳 
コップ・タオル 

9：00～11：00受付 

寒い時期は、風邪などが流行し献血者が減少します。
それに対し、医療機関で使用する血液の量はほぼ一定
です。血液は長期保存ができないため、献血者が減少
するこの時期は１年で最も血液が不足します。ぜひ
１人でも多くのご協力をお願いします。 
◎はたちの献血キャンペーン 
若い皆さん、血液が不足するこの時期は特に皆さん
にご協力をしていただきたいと思います。身近な社会
参加の第一歩として献血をしてみませんか。皆さんの
温かいご協力をお願いします。 
◎献血について知りましょう 
献血による身体への影響は、健康な方であればほと
んどありません。献血後は５～10分ぐらい休憩をとる
だけで、普段と同じ生活をしていただいて差し支えあ
りません。 
＜献血していただける方の基準（全血献血）＞ 
年齢：18～69歳(65歳以上の方は過去に献血経験のある方） 
体重：200p献血の場合　男性45kg、女性40kg以上 
　　　400p献血の場合　男女とも50kg以上 
※その他健康状態や海外渡航歴などによっては献血を
お断りがすることもあります。 

平成17年度に３歳児健診を受けた母子を対象とした
「第55回母と子のよい歯のコンクール」の岐阜県大会
で、佐藤宏美さんと多々良君（４歳）が見事入賞しまし
た。佐藤さん親子は東濃ブロックの審査会で最優秀賞
に選ばれ、東濃地域の代表として岐阜県大会に出場し
ました。 
日頃から歯みがき・食事などの歯の健康に努め、母
子ともにむし歯ゼロを実現されました。 

◎多治見駅前献血ルームもご利用ください。 
住所：多治見市本町１-２　駅前プラザ・テラ４階 
電話：23‐0277 
受付時間：10時～12時、13時～17時30分 
休日：木曜日、年末年始 

仕上げみがきは小学生になっても必要です。大人が
口の中をよく見てあげましょう。（親子のスキンシッ
プの良い機会になります） 

時間を決めて、回数は２回程度にしましょう。 

よくかんで食べれば、唾液もたくさんでるようにな
り、あごが鍛えられ、歯も丈夫になります。 

月　　日 
２月15日（木） 

※同日に骨髄ドナー登録会も行います。 

場　　所 
瑞浪市役所 

時　　間 
10：00～16：00
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